
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０２５年度　パフォーマンス向上会議情報（２０２５年１０月８日（水）分）

◆「不適合」とは、法律等で報告が義務づけられているトラブルや、設備の点検で見つかる機器の故障など、

発電所の設備や業務の安全性及び信頼性の確保に必要な要求事項を満たしていない状態をいいます。

当発電所では、社内の会議体（パフォーマンス向上会議）において「不適合」と判定したすべての事案を

本ホームページで公表しています。

２０２５年１０月８日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日

1 ＧⅢ 10月3日

2 ＧⅢ 10月3日

不適合内容

【共用プール冷却浄化系ポンプ（Ａ）吐出逆止弁の不具合について】
当社運転員が、共用プール冷却浄化系ポンプの切り替え操作において、停止したポンプ（Ａ）が逆回転していることを
確認。
現場を確認したところ、ポンプ切り替え時に運転を開始したポンプの流れで、ポンプ（A)への逆流を吐出逆止弁が動作
することにより停止するところ、当該弁の不具合により逆流したことから逆回転したと推定。
ポンプ（Ａ）の吐出弁を全閉として流れを停止したことにより、逆回転の停止を確認。
共用プールの冷却については、他に２台のポンプが運転可能なことから問題なし。
今後、当該弁の点検予定。

【高温焼却建屋の鍵の紛失について】
協力企業作業員が、高温焼却建屋において、搬入口設置作業終了後に休憩所へ戻り持ち物確認を実施したところ、
高温焼却建屋の鍵がないことに気付いた。
その後、当日の移動経路を探したが発見できなかった。
なお、高温焼却建屋の鍵は南京錠であったことから、作業終了後に別の協力企業作業員が、鍵を使用しないで施錠
を実施。
今後、関係者に鍵の取り扱いについて再周知するとともに、当該扉の鍵を交換する。


